
井戸川射子 

『する、されるユートピア』 
                                                           大畑眞壽美 

 

 
 

この詩集は 2018年第一詩集として私家版にて発行。 
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薄い一冊の詩集 

表紙には力強い油絵 

装画ー井戸川射子『それぞれのマグマ』とあるからこの詩集の著者の作品なのだろう 

 

目次には 22の作品名。 

ページを開くと詩集とは思えないほどの文字数がビッシリ埋まっている！ 

薄い本が急に重く感じた。 

 

作品全体的には飛ぶ、浮遊する、流れるというイメージが強い。 

 



表題作は最後から二番目にあった。 

やや長いが全文引用する。 

 

 

する、されるユートピア 

 

無人探査機みたいに 

期待されながら、帰って来させて 

わたしに 

センセーションを感じて 

「体は贈り物で心は宇宙だから、少ししか持って来られない」 

会話はどうせできない、 

あなたも、飛行している無人探査機だ、 

遠い帰着点だ 

お別れ、発射した後の場所だから 

あちらからなら輝くナイトかな 

「どう思う？ 

ちゃんとわたしを知っている？」 

文化のランナーとして進むことを、 

わたしたちはわきまえている 

返事があることに、ただありがとうを言う 

卵はどれもクリアなチューブだ 

作りかえ、 

明日には変化する周囲だと知っている 

できるだけはやく、大きく育ちたい 

成長過程は、 

恥ずかしいから見ないでほしい 

どうしようもなく劇的で、 

思い出は、言うごとに上達して 

遠くなっていく 

する、されるユートピア 

言葉はただのたとえだから、気にしなくていい 

見てきた過程をなぞりながら 

わたしたちは完成へと向かう 

自分が人類のはじまりだったら、大変だろうね 

回転しながら立体的に輝く 



Windows7の字を眺めている 

「個体発生は系統発生を繰り返す」 

領空を持たない自治の子だ、応援は窓に穴あく勢い 

みんな何かを説明づける、 

分離したカプセルと同じだ 

大きく、何かにさし出すものだ 

ここは広々した波、豊穣の海 

いつか何か飼えば 

待つ、という名前にするから心配ない 

 

 

無駄のない必要な言葉だけで構成された詩だ。 

 

宇宙探査機に託した人類の未来か或いは人の出会いから発する新たな展開や生命の誕生か 

複数の視点を意識し、 

詩人の寄って立つ決意表明のようですらある。 

 

「わたしにセンセーションを感じて」をメッセージと捉えると、大成功だ。 

充分に人の耳目を引き、世間で大評判(？) 

「言葉はただのたとえだから、気にしなくていい」というが、自分の体験、感覚、創造を言葉に載せ

て読み手にコミットし、共感をもたらす。或いは共に飛翔する。 

 

詩のタイトルだけを読んだ時は「する、される」から性行為を連想し、「ユートピア」という言葉から理

想郷を思った。 

もしかして介護？と一瞬思ったがそれは無かった。 

「ユートピア」とは無何有郷。(何有は何か有らん、すなわち何物もないの意) 

自然のままで、なんら作為のないこと。そのような楽土。 

 

井戸川射子氏は 1987年兵庫県生まれ。在住。 

2023年「この世の喜びよ」で芥川賞受賞。 

豊穣の海へと漕ぎ出した多才な人だ。 


